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平
成
十
九
年

一
月
七
日
、

生
田
浄
水
場
に
お
い
て
、
毎

年
恒
例
の
多
摩
地
区
消
防
出

初
式
を
、
多
摩
消
防
署
と
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
晴
天
の
も
と
多

く
の
区
民
が
来
場
し
、
式
典
、

表
彰
に
続
き
、
長
尾
子
ど
も

太
鼓
、
消
防
局
カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
隊
に
よ
る
ド
リ
ル
演
技
が

行
わ
れ
、
最
後
は
消
防
団
を

は
じ
め
参
加
部
隊
に
よ
る
放

水
演
技
で
締
め
く
ら
れ
、
会

場
は
消
防
団
員
の
防
火
に
向

け
た
心
意
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
、

一
層
華
や
か
な
出
初
式
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
多
摩
地
区
消
防
出
初
式
受
賞
者

（敬
称
略
）
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消
さ
な
い
で
あ
な
た
の
な
の
注
意
の
人
。

市
長
表
彰

優
秀
消
防
分
団

稲
田
分
団

永
年
勤
続
功
労
消
防
団
員

生
田
分
団
分
団
長
　
中
山
　
浩

生
田
分
団
部
長
　
　
松
澤
孝
治

稲
田
分
団
部
長
　
　
樋
山
　
満

多
摩
消
防
団
長
表
彰

勤
務
成
績
優
秀
消
防
団
員

稲
田
分
団
部
長
　
　
手
塚
貴
久

生
田
分
団
部
長
　
　
松
本
　
勇

勤
務
成
績
優
良
消
防
団
員

稲
田
分
団

菅
　
　
　
班

団
員
　
端
中
正
彦

中

野

島
班

団
員
　
田
村
　
潤

登
　
一月
　
班

班
長
　
士口
澤
久
裕

登
　
一層
　
班

団
員
　
清
官
勝
明

宿
河
原
・
堰
班

団
員
　
大
貫
欽
也

長
　
尾
　
班

団
員
　
溝
江
光
宣

生
田
分
団

東

生

田
班

団
員
　
木
下
義
麿

中
央
生
田
班

団
員
　
森
山
勝
利

大
　
作
　
班

団
員
　
一途
藤
厳
留

長
　
沢
　
班

団
員
　
一局
橋
孝
治

退
職
消
防
団
員

稲
田
分
団

元
班

長
　
　
　
　
　
西
山
靖
弘

〃
　
　
　
　
　
　
山
本
　
隆

〃
　
　
　
　
　
　
齊
藤
　
明

〃
　
　
　
　
　
　
小
嶋
宗
弘

元
団

員
　
　
　
　
　
鈴
木
　
修

″
　
　
　
　
　
　
平
山
茂
樹

〃
　
　
　
　
　
　
元
本
　
誠

特
別
表
彰

稲
田
分
団
登
戸
班

　

一二
平
雅
美

多
摩
防
火
協
会
長
表
彰

消
防
功
労
部
隊

稲
田
分
団
　
　
　
登
　
一月
　
班

生
田
分
団
　
　
　
中
央
生
田
班
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平
成
十
八
年
度
　
多
摩
消
防
団
の
活
動

四
月消
防

ポ

ン
プ
等
性
能
検
査

平
成
十
八
年
四
月
二
十
二
日

（土
）
川
崎
市
消
防
総
合
訓
練
場

に
お
い
て
、
火
災
等
の
災
害
に

迅
速
に
対
応
出
来
る
よ
う
ポ
ン

プ
積
載
車
、
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
、

消
防
ホ
ー
ス
及
び
付
属
品
の
総

合
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

辞
令
交
付
式

平
成
十
八
年
四
月
二
十
二
日

（土
）
多
摩
消
防
署
講
堂

に
お
い
て
、
新
入
団
員
７
名
、
昇
任
団
員
４
名
及
び
退
団

団
員
７
名
が
多
摩
消
防
団
長
か
ら
辞
令
を
受
け
ま
し
た
。

二
月川
崎
市
水
防
訓
練

平
成
十
八
年
五
月
十
八
日

（木
）
多
摩
川
河
川
敷
宿
河
原
堰

提
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
川
崎

市
水
防
訓
練
に
、
市
関
係
機
関
、

警
察
、
地
域
防
災
団
体
と
共
に

消
防
団
員
１
１
４
名
が
参
加
し
、

水
害
に
よ
る
被
害
の
防
止

。
軽

減
を
図
る
た
め
の
実
地
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

七
月稲
田
分
団
操
法
大
会

稲
田
分
団

副
分
団
長
　
濱

田
基

男

稲
田
分
団
操
法
大
会
は
、
毎
年
実
施

し
て
お
り
、
集
合

・
小
隊
訓
練

・
可
搬

ポ
ン
プ
操
法
を
行
い
ま
す
。
消
防
団
員

と
し
て
の
基
本
動
作
を
習
得
す
る
為
の

大
切
な
行
事
で
す
。
ま
た
、
大
会
前
に

は
月
二
回
の
月
例
点
検
の
他
、
週
二
日

位
の
夜
間
訓
練
を
、　
一
ヶ
月
間
行
う
為
、

夜
間
訓
練
中
は
家
族
よ
り
団
員
と

一
緒

に
い
る
方
が
多
い
位
で
す
。
こ
の
訓
練

を
通
じ
て
団
員
相
互
の
よ
り

一
層
の
信

頼
関
係
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

八
月
多
摩
消
防
団
操
法
大
会

「多
摩
消
防
団

消
防
大
会
優
勝
に
あ
た
り
」

稲
田
分
団
登
戸
班

班
長
　
吉
澤
光
宏

今
回
、
第

一
回
大
会
以
来
久
し

ぶ
り
に
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
日
頃
よ
り
お
世
話
に

な

っ
て
お
り
ま
す
皆
様
方
に
は
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

多
摩
消
防
大
会
に
お
い
て
優
勝
を
目
指
す
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
と
も
す
れ
ば
良
い
成
績
を

挙
げ
る
こ
と
だ
け
が
目
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し

操
法
訓
練
を
行
う
こ
と
の
意
義
は
、
全
員
が
共
通
意
識

を
持
ち
理
想
と
す
る
操
法
演
技
を
十
分
に
研
究
し
て
、

そ
れ
に
近
づ
け
る
よ
う
に
訓
練
す
る
こ
と
や
、
選
手
が

大
会
の
雰
囲
気
に
飲
ま
れ
ず
に
、
実
力
を
遺
憾
な
く
発

揮
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
大
切
な
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
火
災
出
動
時
や
日

頃
の
消
防
団
活
動
に
も
大
い
に
必
要
と
さ
れ
る
部
分
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
練
習
成
果
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
優
勝
と
い
う
成
績
を
収
め
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た

が
、
反
省
点
も
多
く
手
放
し
で
喜
べ
る
内
容
で
は
な
か
っ

た
と
感
じ
て
お
り
、
更
に
質
の
高
い
操
法
演
技
が
で
き

る
よ
う
今
後
も
訓
練
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。
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九
月川
崎
市
消
防
団
消
防
大
会

「川
崎
市
操
法
大
会
出
場
に
あ
た
り
」

生
田
分
団
大
作
班

班
長
　
鈴
木
　
洋

我
々
大
作
班
は
、
人
月
の
多
摩
消

防
団
操
法
大
会
に
続
き
、
九
月
の
川

崎
市
消
防
団
操
法
大
会
に
も
出
場
し

ま
し
た
。
八
月
の
大
会
後
忙
し
い
な

か
時
間
を
作
り
、　
一
生
懸
命
練
習
を

重
ね
て
市
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
訓
練
を
重
ね
、
地
域
の
た

め
に
消
防
活
動
を
全
う
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
の
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「川
崎
市
操
法
大
会
に
出
場
し
て
」

稲
田
分
団
中
野
島
班

班
長
　
岡
村
賢
太
郎

こ
の
日
の
為
に
例
年
の
倍
以
上
の

訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
や
は

り
川
崎
市
大
会
は
緊
張
す
る
も
の
で

し
た
。
ほ
と
ん
ど
経
験
の
無
い
昼
間

の
演
技
、
大
勢
の
観
衆
、　
一
回
勝
負

の
緊
張
感

・
ｏ
・
。
惜
し
く
も
上
位

入
賞
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
回
の
経
験
を
全
員
が
財
産
と
し

て
、
今
後
の
消
火
活
動
や
啓
蒙
活
動

に
役
立
て
る
事
が
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
出
場
に
際
し
、
多
く
の
方
々

か
ら
御
支
援
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

十

月
多
摩

区
民
祭

第
二
十
九
回
多
摩
区
民
祭
が
十
月
二

十

一
日
に
生
田
緑
地
内
で
開
催
さ
れ
、

多
摩
消
防
団
生
田
分
団
が
会
場
警
備
の

た
め
出
動
致
し
ま
し
た
。
天
侯
に
も
恵

ま
れ
多
く
の
人
出
と
な
り
、
巡
回
警
備

に
お
い
て
も
団
員
全
員
が
気
を
引
き
締

め
て
警
備
に
あ
た
り
ま
し
た
。
開
催
場

所
は
樹
木
が
多
く
敷
地
も
広
い
為
、
団

員
は
三
班
に
別
れ
て
の
警
備
と
な
り
、

区
民
祭
が
何
事
も
な
く
無
事
終
了
出
来

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
消
防
団
員
に
全
国
様

式
の
作
業
服
が
貸
与
さ
れ
、
新
た
な
気

持
ち
で
多
摩
消
防
団
が

一
九
と
な

っ
て

地
域
の
防
火

・
防
災
に
向
け
て
、
全
力

で
勤
め
て
ま
い
り
ま
す
。

十
二
月

年
末
警
備

稲
田
分
団
　
宿
河
原
・
堰
班

消
防
団
の
任
務
に
、
年
末
火
災
特
別
警

備
が
あ
り
ま
す
。
年
末
の
慌
た
だ
し
い
時

期
で
す
が
、
町
内
を
巡
回
し
、
放
火
等
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
広
報
活
動
を
行

っ
て

生
田
分
団
　
東
生
田
班

十
二
月
二
十

一
日
の
年
末
火
災
特
別
警

備
を
前
に
、
担
当
地
区
の
地
理
確
認
及
び

消
火
栓
点
検
等
を
東
生
田
班
全
員
で
行

っ

た
他
、
当
日
に
は
消
防
車
で
、
担
当
地
区

内
の
巡
回
警
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。



消
防

団
員

一
年

目
を
振

り
返

っ
て

生

田
分

団

東
生
田
班
　
Ｆ
団
員

私
が
消
防
団
に
入
団
し
て
早

一
年

と
八
ヶ
月
に
な
り
ま
す
。
私
は
運
動

が
苦
手
な
方
で
操
法
訓
練
で
走
る
の

に
苦
労
し
ま
し
た
。
夏
に
は
消
防
総

合
技
術
訓
練
が
あ
り
、
消
防
学
校
の

教
官
か
ら
操
法
の
や
り
方
な
ど
細
か

く
指
導
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

一
年
も
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
沢

山
の
人
た
ち
と
知
り
合
え
て
消
防
団

に
入
っ
て
良
か
つ
た
と
思
い
ま
す
。

中
央
生
田
班
　
Ｙ
団
員

入
団
後
、
自
分
の
知
ら
な
か
っ
た

消
防
団
の
活
動
や
地
域
と
の
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
勉
強
に
な
る
こ

と
ば
か
り
で
す
。
あ

つ
と
言
う
間
の

一
年
間
で
、
ま
だ
ま
だ
先
輩
か
ら
教

え
て
頂
く
事
ば
か
り
で
す
。

大
作
班
　
Ｋ
団
員

消
防
団
に
入
団
し
て
、
初
め
は
戸

惑
い
不
安
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
良

い
先
輩
方
に
恵
ま
れ
、
消
防
団
の
楽

し
さ
、
厳
し
さ
を
教
え
て
頂
き
ま
し

（平
成
十
七
年
度
新
入
団
員
）

た
。
出
来
る
だ
け
長
く
消
防
団
を
続

け
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

長
沢
班
　
Ｙ
団
員

こ
と
わ
り
き
れ
ず
に
入

っ
た
消
防

団
で
し
た
が
、
今
で
は
消
防
活
動
を

通
じ
て
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深

め
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

消
防
団
員
に
な

稲
田
分
団

菅
　
班
　
ｏ
団
員
つ
て
　
（平
成
十
人
年
度
新
入
団
員
）

新
入
団
員
で
入
っ
た
時
は
、
大
変
心
配

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
操
法
練
習
、
大

会
を
通
し
て
色
々
と
先
輩
の
方
々
に
は
優

し
く
、
時
に
は
厳
し
く
教
わ
り
ま
し
た
。

夜
遅
く
ま
で
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

登
戸
班
　
Ｋ
団
員

入
団
が
決
ま
り
、
緊
張
気
味
に
初
め
て

参
加
し
た
器
具
点
検
日
に
火
災
が
発
生
。

火
災
現
場

へ
行
き
先
輩
方
の
訓
練
と
実
践

で
培

っ
た
手
際
を
見
て
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
仕
事
以
外
に
新
し
い
組
織
に
加
わ
り
、

仕
事
と
の
時
間
の
兼
ね
合
い
も
大
変
に
な

り
ま
し
た
が
、
地
元
に
貢
献
で
き
知
り
合

い
も
増
え
、
新
し
い
事
も
経
験
し
、
と
て

も
有
意
義
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

宿
河
原

・
堰
班
　
Ｍ
団
員

入
団
前
は
、
自
分
に
こ
の
重
要
な
活
動

が
務
ま
る
か
不
安
で
し
た
。
月
例
、
夜
間

訓
練
等
で
先
輩
方
に
厳
し
く
も
暖
か
い
指

導
を
受
け
、
自
信
を
持

っ
て
操
法
大
会
に

も
参
加
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
た
め
に
誇
り
を
持

っ
て
頑
張
り
ま
す
。

長
尾
班
　
Ａ
団
員

入
団
す
る
前
は
、
町
内
会
の
青

年
部
の
集
ま
り
、
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
有
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
入

団
し
て
か
ら
知

つ
た
事
は
、
稲
田

分
団
に
所
属
し
て
い
る
事
を
知
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
起
こ
り
得

る
震
災
、
水
害
時
に
消
防
団
員
と

し
て
対
処
で
き
る
よ
う
訓
練
に
望

ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

多
摩
消
防
団
だ
よ
り
第
２
号
の
発
行

に
際
し
、
御
協
力
頂
い
た
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

多
摩
消
防
団
広
報
部

一
同
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